
 

 

 

 

 

 

 【平成２５年度高等部卒業生進路先】 

  在籍８名 

   一般就労１名 

   就労継続支援Ｂ型 ４名 

生活介護 ３名 

    

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

学習内容など学校での研

究内容を実証的に検証する

ための連絡調整などを行う。 

平成２４年度～２５年度

１２月まで実施した、山形大

学での本校卒業生を対象と

した就労支援システムにお

けるジョブコーチの役割を

拡大し、山形大学内での様々

な施設、職種から生徒個々の

個性に応じた業務内容を開

拓し、実習のコーディネート

を行う。 

 

＜コーディネータ＜コーディネータ＜コーディネータ＜コーディネータの役割＞の役割＞の役割＞の役割＞    

・大学内の様々な職種から生

徒の特性に応じた業務内

容を提案する。 

・生徒の実習の調整などを

行う。 

・実習の支援は学校と連携

して行う。 

                                                   山形大学附属特別支援学校山形大学附属特別支援学校山形大学附属特別支援学校山形大学附属特別支援学校    

    

    

    

    

―生徒個々の―生徒個々の―生徒個々の―生徒個々の自立に向けたキャリア教育の実践―自立に向けたキャリア教育の実践―自立に向けたキャリア教育の実践―自立に向けたキャリア教育の実践―    

平成２６年度高等部 

１年 ８名 

２年 １０名 

３年 ４名 

高等部１年生から山形大

学小白川キャンパス等で

の現場実習の実施 

平成２６年度中学部 

１年 ６名 

２年 ５名 

３年 ６名 

高等部作業学習、山

形大学等における現

場実習の見学（就業

体験学習） 

 

平成２６年度小学部 

１組 ６名 

２組 ５名 

３組 ５名 

系

統

的

な

キ

ャ

リ

ア

教

育

 

    

１１１１    就労支援プログラムの就労支援プログラムの就労支援プログラムの就労支援プログラムの開発開発開発開発研究研究研究研究    

（１）就労に向けたソーシャルスキルトレーニングの実施

と自立活動の学習内容を精選 

（２）大学の施設設備を活用した共同学習 

（３）ＩＣＴを活用した就業に向けた学習内容の開発 

（４）現場実習や就労体験学習に関連するカリキュラムと

教材の開発 

（５）効果的な現場実習のための教員向け研修プログラム

の研究 

    

２２２２    大学と連携した就業機会拡大を図る「デュアルシ大学と連携した就業機会拡大を図る「デュアルシ大学と連携した就業機会拡大を図る「デュアルシ大学と連携した就業機会拡大を図る「デュアルシ

ステム」の実践的研究ステム」の実践的研究ステム」の実践的研究ステム」の実践的研究    

    

３３３３    研修会の企画・実施研修会の企画・実施研修会の企画・実施研修会の企画・実施    

校外学習・就業体験・現場実習を 

組み合わせた系統的な小中高一貫 

した学習カリキュラムの開発 

授業公開 

セミナー等による 

研究内容の公開 

高等部作業学習

の見学（生活単

元学習） 

有

効

な

学

習

内

容

の

実

証

的

検

証

に

基

づ

く

デ

ー

タ

蓄

積

 


